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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●本日は「福島県のＢＩＭ／ＣＩＭの状況と課題について」をお話ししますが、その前に、「ＩＣＴの概要」、「インフラ分野のＤＸの動向と県の取組」を少しお話し、「県のＢＩＭ／ＣＩＭ取組状況」「課題・まとめ」と進めていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●本日の講義の目的とポイントです。

●目的としては、

●ポイントは３つで、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●では、まずそもそもICT、デジタル技術とはなんなのか。

●なぜそのような取組を進める必要があるのかについて、説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●ICTとは、書いてあるとおり・・・の略で、意味は情報通信技術を示しています。

●このICTを建設現場に導入し、建設生産システム全体の生産性向上を図り、魅力ある建設現場を目指す取組のことを、「i-Construction」と言っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●このグラフは、建設業就業者の推移と、建設業就業者の年齢の割合を示しています。

●建設業就業者数は、全国で平成９年度をピークに、令和４年度まで減少し、県内においても、平成７年度の１３万人をピークに、令和２年度は１０万人（国勢調査）に減少しております。

●また、建設業就業者は５５歳以上が３５．９％、２９歳以下が１１．７％と高齢化が進行し、全産業と比べてもこの高齢化が課題になっていることが、わかると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●また、建設産業における働き方の現状として、年間の総実労働時間については、全産業と比べて９０時間長く、２０年ほど前と比べて、時間減少幅も小さい状況です。

●他産業では当たり前となっている完全週休２日も確保ができていないという状況が続いております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●年齢階層別の建設技能者数を詳細に見てみると、６０歳以上の技能者は全体の４分の１を占めており、これからの建設業を支える２９歳以下の割合は全体の約１２％程度となっています。


●この状況から今後、持続的な社会資本の整備や維持管理が困難になることが懸念されるため、担い手を確保する取組が必要あり、そのためにも一人あたりの生産性を向上させ、工事現場の作業効率向上の必要があります。

これがICTを進めなければならない理由です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●2016年の国の会議の中で、２０２５年度までに建設現場の生産性２割向上を目指す方針が示されました。

●働く人はどんどん減っている中で、仕事量は変わらず、もしくは増加している状況です。

●更に、働き方改革が促進されている中で、労働時間上限規制等なかなか残業はできなくなってきています。

●一人一人の仕事量が増加し、質が求められています。

●そこで、ＩＣＴ技術を活用することで、生産性・効率性が図れるようになります。

●勘違いしている人が多いですがＩＣＴ技術を使えば、必ずしも生産性・効率性があがるとはいえませんので注意してください。

●例えば、ＩＣＴ建機を使えば、誰でも（経験年数が浅い技術者）同じ仕上がり面に施工することができます。しかし、掘削した土砂は搬出しないといけませんので、置く場所のことを考えなければならないです。それでは、生産性はあがりません。

●ベテランの方など、現場を分かっている人がＩＣＴ技術を利用することで生産性・効率性はぐーんとあがります。

●このICT技術をうまく活用することで、建設産業の目指すべきものの実現を図っていきたいと思っております。

●その目指すべきものというのは・・・
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●一人一人の生産性を向上させ、・・・


●土木・建設と聞くと何を思い浮かべるかは人それぞれだとは思いますが、「自然環境破壊」であったり、「談合」にイメージされる何となく胡散臭いものであったり、土と泥にまみれる現場であったり、交通渋滞を招く道路工事であったりと、何となく暗く、重々しいイメージがつきまとっています。
●もちろん、そういう一面が全く無い訳ではありませんが、土木は我々の生活になくてはならないものです。
●例えば、自分の生活を振り返ってみると、①朝起きて水を飲んで、②ガスを使って食事を作って、③道路や鉄道を使って出勤をします。
●ありとあらゆる場面で、土木事業で出来たものを使って生活をしています。
●土木の良い面があまり意識されない理由としては、土木事業で出きたものは、特に意識することなく日常に溶け込んでいるせいなのかなと思います。

●このように、ICTとは建設産業の中で生産性を向上させるために必要であり、従来の工法からの脱却を図るために不可欠なものなのです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●新型コロナウイルス感染症がきっかけで、公共工事の現場において非接触・リモート型の働き方に転換するなど、感染症リスクにおいても強靱な経済構造の構築を加速することが喫緊の課題。

●こうした状況を踏まえ、社会経済状況の激しい変化に対応し、インフラ分野においてもデータとデジタル技術を活用し、国民のニーズを基に社会資本や公共サービスを変革することが求められています。

●国に動きですが、６回の推進本部を開催しておりまして、ＤＸ施策やアクションプランの公表を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●令和３年２月にインフラ分野のＤＸ施策が公表となりました。

●ＤＸの３つの柱「行動のＤＸ」「知識・経験のＤＸ」「モノのＤＸ」があり、インフラの国民理解の促進と安全・安心で豊かな生活を実現していくものです。

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000073.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●令和４年３月にインフラ分野のＤＸアクションプランが公表となりました。

●インフラ分野でのＤＸ推進のための取組と、実現するため２０２５年までの具体的な工程を示すものです。

●一部抜粋でありますが「ＢＩＭ／ＣＩＭ活用による建設生産システムの効率化・高度化」などの、スケジュールも公表されました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●福島県では、生産性向上を図るため、情報共有システムと遠隔臨場にも取り組んでいます。

●情報共有システムは、令和４年度から．業務委託（測量・設計・調査）でも活用できるよう要領を改正したところです。
また、今年度もすべての工事で原則利用としていますが、実施率は６０％前後となっておりますので、積極的な活用をお願いします。
●現場が近いとはいえ、移動には事故等のリスクも大いにあることから、情報共有システムを利用し、省力化・省エネ化を図っていただきたいです。

●遠隔臨場についても、受注者側の立会検査時の待ち時間軽減、そして発注者側の移動時間を削減できることから、受発注者ともにメリットがありますので、一現場一回は実施してみる等実践をお願いいたします。


●福島県におけるＤＸの取組を紹介します。

●まずは「情報共有システム（ＡＳＰ）」の活用です。
　工事現場が監督職員の在駐する庁舎から遠い場合、現場代理人は監督職員へ工事帳票を提出するために何時間もかけて移動する必要がありますが、情報共有システムを利用すると現場代理人はインターネット経由で工事帳票を瞬時にいつでも提出することが可能になります。

●次に「遠隔臨場」の活用です。
　現場の段階確認をする際、今までは現場に行き確認していましたが、web会議システム等を利用することで、離れた場所からでも確認が可能になります。


●最後は「ＢＩＭ／ＣＩＭ等」の活用です。
　２次元の紙図面から、３次元モデルを利活用し生産性を向上させる取組です。


http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025b/enkakurinjo.html

S —3. (VTSN BODXDEE & B DI
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- BIN/CIMEREHEERESE
T ITDSRTERMHEHLEEEE ol
<EHIME>
SRTTRAHBAEXLEERESE OEE#rE. AEMROTEL !

OFRFTRAOFREYDHIE !
OHEEHMNESZIZ!
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●福島県におけるＤＸの取組を紹介します。

●まずは「情報共有システム（ＡＳＰ）」の活用です。
　工事現場が監督職員の在駐する庁舎から遠い場合、現場代理人は監督職員へ工事帳票を提出するために何時間もかけて移動する必要がありますが、情報共有システムを利用すると現場代理人はインターネット経由で工事帳票を瞬時にいつでも提出することが可能になります。

●次に「遠隔臨場」の活用です。
　現場の段階確認をする際、今までは現場に行き確認していましたが、web会議システム等を利用することで、離れた場所からでも確認が可能になります。


●最後は「ＢＩＭ／ＣＩＭ等」の活用です。
　２次元の紙図面から、３次元モデルを利活用し生産性を向上させる取組です。
　


3. BIM/CIM®D ER#A
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●それでは、ここからは事業説明等での活用を見込んでいるBIM/CIMについて説明していきます。


%

BIM/CIM® B #8

B

| M/ C | MCIX

E
PR, EHR, T, PERUEMEE (BEF). SR, TOEMFEATERGE (BiEEH®) LTh
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474 Z L (Building/ Construction Information Modeling) , B 7F, #3€ L 7= BIM/CIM &5 /{Z

BIM/CIM (Building/ Construction Information Modeling, Management) &%, I a2—7#
[ZERE L= 3RS # (3WxET ) oA, BEHRUHED BT 2HH S04

Aash5fF#s=EHE - i FA1T5 2 & (Building/ Construction Information Management) # 1>
¥
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●BIM/CIMとはここに書いてあるとおり、構造物に関する情報もモデルを構築すること。
そして、構築したBIM/CIMモデルの情報を管理・活用することを指しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●調査・測量・設計、施工の着手前と完成時、そして維持・管理の各段階でBIM/CIMモデルを作成し、活用することで、構造物イメージの明確化・工事手戻りの削減・リアルタイム変状監視等様々な効果を生み出し、より楽により簡単に業務が行えるようになることを期待しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●今年度このBIM/CIM活用業務の目標として16件を掲げており、各建設事務所管内で２件以上実施をお願いしております。

●また、今年度から大規模構造物の全ての詳細設計で原則適用としており、令和７年度からは大規模構造物の工事でも原則適用することとしています。

●そのためにも昨年度から実施しているBIM/CIM活用業務が必要となっているのですが、予算の制約や対応できる受注者が少ないことから、まだまだ伸びていない状況があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●大きく３つのステップに区別しています。

●ステップ１は、２次元の紙図面を３次元化にしイメージしやくしましょう。

●ステップ２は、設計の可視することで、鉄筋の干渉、支持層への根入れ状況の照査等が実施できるようになります。

●ステップ３は、結成段階で作成された３次元モデルを用いて施工場面毎に表現することで、施工手順や変更案との比較。工事の進捗状況等をわかりやすく「見える化」することができ、施工手順の確認や工程管理が効率化される。


●BIM/CIMモデルにより、関係者間の情報共有が図られ、合意形成・意思決定の迅速化が進むと考えられており、
この福島県BIM/CIMの進め方にもあるとおり、対外説明、詳細設計、工事、そして３D図面等を用いた維持管理への展開を見込んでおります。

●令和３年度に技術管理課からの通知の中にあったステップ図なのですが、現状はこのとおりに進んでいないと思っているため、そこの課題に対して何かしらの支援を実施しなければならないと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●BIM/CIMの原則適用・拡大の進め方を記載しております。
先ほども説明したとおり令和5年度からは大規模構造物の詳細設計で原則適用であり、さらにBIM/CIM実施件数を１６件としております。来年度はこの件数を２４件とする予定で、
令和７年度からは目標を設定せず、一般化されること想定しております。

●機会があれば、技術管理課から各建設事務所へ配布した高性能パソコンにて、BIM/CIMモデルをいじってみて下さい。
本日午後の講義でも、操作研修を予定しているので、そこで触れBIM/CIMを実感してみてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●本日説明してきたICTやBIM/CIM等の新技術をまとめて建設DXと広義で総称しておりますが、そのDX（デジタルトランスフォーメーション）による業務変革は、今までの建設生産・管理システムに大きな変化をもたらします。

●冒頭にも説明したとおり、人が少なくなっている建設業を維持していくためにも、食わず嫌いをせずこの建設DXを実施せざるを得ないところまできているのだと感じています。


aQu

VAL

&

22


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●最後にICT活用工事やBIM/CIM以外の建設DXの取組を説明して終わりといたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●課題とまとめになります。

●今日の講習会を聞き、明日からＢＩＭ／ＣＩＭを使いましょうと言いたいところですが、まずは、下地を固めることが大事だと思います。いつかは標準的に使用されていくものです。

●いまの内から興味を持つことや簡単なことからスタートやでしていただければと思います。
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